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〈大般浬繋経〉における阿難への付嘱について

安川真由

O.問題の所在

中期大乗経典の(大般浬繋経)Aぬhaparinirva仰・mahasutra1 (以下、(浬繋経))は浬

繋を大乗仏教がいかに解釈しようとしたのかとし寸思想の痕跡がうかがわれるテキス

トである。仏の不在より、その常住性や遍在性が逆説的に導かれ、常楽我浄や如来蔵

/仏性という教説が展開された。通底しているのは法滅への危機意識であり、仏が不

在の世においていかに正法を護持するかという問題が強く意識されている。

本稿では正法の護持と強く結びついている付嘱に注目したい20 付嘱とは教説あるい

は経典自体を消滅させないために、経典を受持し流布するにふさわしいものへと託す

1 (淫繋経)の原題は次の通りに党文写本に確認されている。

発文写本 (SF24.15，幅回 (2007:104・105])
mahamuinirvb面白mahas自国sarvbasaddharmapravacanasarabhuta ; 
(大般浬繋の大経は、すべての正法と[ブッダの]言説の神髄である。)

このようにAゐhaparinirvava-mahasutraとされていることがわかるが、法顕訳では『仏説大般泥

沼経』、曇無識訳では『大般浬繋経』、そしてチベット訳では'phagspa yongs su mya ngan /，ω'daspa 
ch開 pothegpach四 po'imdoであり、 mahasu闘の訳語と考えられるものが確認されない。この
m油亘su回「大経jの問題もふくめ、 (i呈繋経〉の原題に関しては幅回(1994][2007][2014:146・147]が

研究史を整理した上で詳しく考察している。

2付嘱とはつまり仏滅後も法を世に住させるためのものであり、それがすなわち正法の護持と結

びっくものであることは明らかであるが、それが明確にあらわれている記述として〈集一切福徳

三味経)の用例を示しておく。

(集一切福徳三味経) (D 21a5・7: P 127a3-6) 
kun dga' bo chos kyi rnam grangs 'di gzung ba伽 g/斜landag la yang [D21a6]靭asp訂 yang叫 par
bstan pa'i b訂 gyiphy町 127a4]khyod la gtad do // kun dga' bo serns can gang叫 suyang rung ste / 
chos kyi rnam grangs 'di 'ch飢 gbar byed pa de dag la ni sangs rgyas bcom ldarド白srnams yongs su 
myanganlぉ 'da'加 mi'gyur ro // chos [p127a5] ky加gnub par mi [02同 'gyurro // de ci'i phyir zhe na / 
kun dga' bo ga1 te chos kyi rnam grangs 'di la bsgrub p釘 byedna de ni sangs rgyas mthong ba yin la / 
gzhan dag la bIjod cing ston pa de ni dam pa'i chos yongs su 'dzin pa yin [P127曲]pa'i phyir ro / / 
(阿難よ、この法門を保持し、他の者たちにも広く正しく説くためにあなたに付嘱する。阿

難よ、いかなる衆生であっても、この法門を記憶する者たちにおいて諸仏世尊が般浬繋しな

い。法も滅しない。それはなぜかというと、阿難よ、もしこの法門を獲得すれば、その人は

仏を見て、他の者たちに語り、その説く者は正法を守護する者であるからだ。)

このように何難に法を付嘱して広めさせれば、その法を受持した者はすなわち正法を護持する

者であると説かれている。幅回 [1992]は〈浬繋経〉と(集一切福徳三味経〉の関係を論じている。

〈集一切福徳三味経〉では(浬繋経)のように仏性という語は用いられないが、正法を守護する

ことを根拠に内在化された知来を説いている。幅田氏は仏身から仏性への内在化の根拠のひとつ

として、(首楊厳三味経〉の視点が重要であったと指摘している。
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ことを意味する3。大乗経典の構成要素の一つであり、経典の最後に独立した章を設け

て扱われることが多い4。そして被付嘱者には声聞比丘・阿難Anandaが挙げられるこ

とが多く、それにならってか(浬繋経〉も経中で複数回にわたり阿難への付嘱に言及

するが、その教説は一貫していない。そこで本稿では〈埋繋経〉における付嘱に関す

る議論を整理し、その議論に注目してく浬繋経〉全体の構成を捉え直してみたい。

1.研究方針

考察をはじめる前に、本稿がどのような前提に立って研究を進めていくかの方針を

示しておきたい。まず(浬襲経〉は諸訳聞に増補付加の関係が認められ、一つの大乗

経典として(浬繋経〉と言う際には充分な注意をはらう必要がある九本稿においてく浬

3 r付嘱jの発語については確定されない。田賀 [1974:312・313]は〈八千煩般若経)と{法華経〉

の二例より..Jdaと..Jk$ipが語根として想定されると指摘している。以下に田賀氏の引用した箇所の

党文を示す。

・〈八千煩般若魁 A，tasahilsrik6，可praj砧ipiIramitaslitrtl(p. 2ω，1.2下28)
帥 api凶r叩ite ananda臨蝉盟塑盟盤強盛盟舗m阿踊p加 mi筒m，y必ley'咽曲ltardhiyeは
yatha凶sy勧ptvamanyal}.p町時al}.syaJ.l / 
(阿難よ、わたしは二度も三度もあなたにこの智慧の完成を、それが隠されないように、委

ね、委嘱する。)

・〈法華掛 Saddhann，唱p"tHal啄aslltra(p. 484， L 9-10) 
imam ahaIP kulapu同 値mp抽lyey'法a1pakopnayu凶瓜錨ahasrぉamu必且瑚m anu飢E盈p
S81lly雄副pbodhiIp.刊写m匙問lh鎚，tel!単語盈!x盟理恒国盈語旦匙塑盈!x盟包匙単担j，/
(善男子たちよ、わたしは幾百千コーティナユタもの劫をかけて、あなたたちに無上正等覚

を委ね、委嘱し、託し、委託する。)

ここでは..Jdaについては「委ねるJ(Cf. BHSD， parin侮mi，1 present， hand over)、炊事ipについては
「託す」という方向で訳語を当てた。本稿ではイdãや~ip といった表現を包括したものとして「付
嘱」という語を一貫して用いる。
4 中国仏教での経典解釈法では付嘱に関する教説は「流通分」として理解されている。大乗経

典解説事典の解説を引用して以下に示しておく。

…経典の基本的な枠組みを大きく分段する方法が三分科経である。①序分(序説・序段、

経の由来・趣旨を述べる経初の部分)、②正宗分(正宗説・正宗段、経中の主要教説として

の本経正説を説く中心部分)、③流通分(流通説、流通段、正説の流通・流布をすすめる部

分)の一経三段、序正流通の三段に区分して、一つの経典の全容を把握しようとする方法で

ある。…中略そして経末に流通分が添えられるわけであるが、これは経典の教えを後世に流

布・伝持するために諸弟子・諾菩薩などに授け与えることを記す重要な部分である。嘱累・

付嘱・付託・付授・付法などという用語があるように、正宗分で説いた教説を未来に託して

授けるのである。加えて流通分においては、その経典の利益・功徳を強調して、教説を大い

に称揚・讃嘆する。 (pp.28・29)

5 (浬繋経)諸訳聞の増補付加については下回 [1997]が初分の範囲を対照として詳細に検討して

いる。下回氏によれば〈浬繋経〉初分は法顕訳→チベット訳→曇無識訳と内容が発展しており、

「経典の支持者」の菩薩化、出家化、菩薩のグループ・定住化がすすむ傾向がみられ、声聞批判l
が強まっていると指摘している。また法顕釈と曇無識訳という二本の漢訳テキストを見比べると、
曇無識訳には多くの増補付加があることがわかる。この漢訳二本の訳出時期には大きな聞きはな

く、異なる系統の〈浬繋経〉があったものと考えられる。
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繋経〉というとき、それが何を指すのかについては明らかにしておかねばならない。

(浬繋経〉は漢訳二本(法顕訳・曇無識訳)とチベット訳、断片的な党文写本とい

う四種類のテキストが現存している。このうち法顕訳とチベット訳、党文写本は範囲

を同じくしており、その範囲以降の増広部分は曇無識訳のみが有しているものである

(Cf.資料I)。この増広部分は成立に関して問題をかかえており、インドにおける(浬

繋経)を考察する際には研究対象に含めることに慎重な態度が取られてきており、増

広部分をどう扱うかは(浬繋経〉研究の課題として保留されてきた60

本稿は増広部分にまでまたがって展開する付嘱に関する教説を概観することを通し

て、その課題に取り組もうとするものである。よって本稿では基本的に曇無識訳の記

述を参照して考察を進めていく。またチベット訳はおおむね曇無識訳に近い教説を有

しており、比較されるのは法顕訳と曇無識訳である。そして増広部分をふくめた曇無

識訳(浬繋経)四十巻を一つの完成された(浬繋経〉と、ひとまず理解した上で考察

をはじめる。

2. (浬襲経〉における付嘱に関する議論の変遷

先にも述べたが大乗経典で、付嘱について語られる際、被付嘱者には阿難が挙げられ

ることが多い。田賀 [1974]や岡田 [2015]が初期大乗経典における付嘱について考察

しているが、最初期の般若経典のころより阿難を被付嘱者とする伝統が出来上がって

6インドにおける(浬繋経)の研究において増広部分は多くの場合で考察の対象外とされてきた

が、その主な理由は成立が不確かなことである。研究史についてここで簡単に触れておきたい。
まず増広部分の成立についてはじめて具体的な問題提起をしたのは松田 [1988:12・15]である。
松田氏以前にも噌広部分の成立に関する見解は提示されているが問題意識をともなうものではな
く、西域に起源があるとし寸前提が共有されてきていた。松田氏はロンドン図書館コレクション
から計34ヵ所の(浬繋経〉の党文写本断片を発見したが、その中に増広部分に該当するものは確
認されなかった。そこから増広部分の成立について疑問を呈している。そして下回 [1997・527註
(1)]は増広部分について「空の思想が仏性と対になって説かれはじめるところにその一つの特色
があり、これは明らかにインド仏教における解釈学の方向に沿ったものとなっているJと述べ、
インド成立を疑いながらも否定的な見方はしていない。
また横超 [1981]や織田 [2010]などは増広部分もふくめた(浬繋経〉を考察しているが、曇無
識訳〈浬繋経〉四十巻を一つの完成した経典とみなすことを前提とし、成立については特に言及
しない。
このような研究の蓄積があるものの、成立については可能性を示すに留まるものであり、資料
的限界もあって現段階では何とも言えなし、。本稿では本文中に示したように、横超氏や織田氏に
ならって曇無識訳(浬繋経〉四十巻を一つの完成された経典とみなして考察をはじめることにし
た。
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いたと考えられる70

さて〈浬紫経)における経典の受持に関する記述は大なり小なり散見されるが、こ

こでは「誰に」付嘱するのか、「誰がJ経典を受持するのかという問題を取り上げてい

る箇所を集め、経典の流れに沿って示す。

2-1.初分の用例ー「寿命品Jr名字功徳晶Jr知来性晶Jr一切大衆所間晶J

〈浬繋経〉における誰に付嘱するべきかという問題は声聞比丘と菩薩を対立させる構

造の上で展開している。まずは「寿命品Jの記述を確認する。次のような声聞比Eの

発言が記されている。

医図「輸品」ー老人と宝の守護というト

その時、比丘たちは仏に申しあげた。「中略ーもし法という宝を阿難や[声聞]比

正たちに付嘱したとしても、[この世に]長く住することはできない。なぜか。あ

らゆる声聞や大迦葉はみな無常であり、他人のあずかり物を受け取る[も、身寄

りがなく、死後、誰もあずかり物を守護することができずに、物が失われてしま

う]老人のようである。そうであるから無上なる仏法は菩薩たちに付嘱するべき

なのである。……8J 

7付嘱について考察した研究についてここで整理しておく。初期大乗経典の付嘱について考察し
た研究として、まず田賀 [1974:311-317]が挙げられる。田賀氏は〈法華経)r嘱累品」の考察に
あたって、〈維摩経〉や(般舟三味経〉をはじめとした〈法華経〉周辺の初期大乗経典を列挙して
いる。田賀氏が示した用例を表にして示すと、次の通りである。

ほとんどが付嘱される者として阿難を挙げており、そこには著名な弟子を出すことで権威付け
をはかる意図があると指摘している。また岡田 [2015]は、〈小品般若経)(大品般若経)(維摩経〉
(首楊厳三味経〉の用例を挙げ、いずれも阿難へ付嘱される記述があることを示している。

-屋国曇無献〈割強岳「輸品J(T12， No. 374，379回・16)
爾時諸比丘自傍言。 r..中略若以法費、付嘱阿難及諸比丘、不得久住。何以故。一切撃聞及大迦
葉悉嘗無常、如彼老人受他寄物。是故膳以無上保法、付諸菩薩。・…・・J
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ここでは身寄りのない老人は死後に他人からあずかった物を守護することができな

いという輸を用いて、無常なる声聞比丘には法という宝を付嘱するべきではないと述

べられている九ここでは声聞比正に付嘱しない理由は示されるものの、なぜ菩薩に付

嘱するのかという理由は明示されない。資料①では声聞と無常性を結び付けているこ

とから、菩薩と常住性との関わりを示唆していると考えられるが、それが明らかには

されていないのである。

続いて経典の流れにしたがって用例をたどると、次は「名字功徳品Jという経典の

受持を説く独立した章が挙げられる。そこでは大般浬繋という経典の名前を受持する

のは菩薩であるとされる。

匪圏 「名字功徳品」

迦葉菩薩は仏に申しあげた。「世尊よ、この経典を何と名づけ、菩薩摩詞薩はどの

ようにして[この経典を]奉持すればよいのかj と10。

このように「名字功徳品」では経典の受持者として普薩が挙げられている。この部

分に諸訳聞で相違があることはすでに下回 [1997:230・232]が指摘しており、法顕訳に

は「菩薩摩詞薩」とし、う受持者が欠落している11。曇無識訳では経典の受持者として「菩

9資料①の喰が挙げられる前には大迦葉に付嘱するべきだと世尊から説かれる場面がある。

曇無識訳(湿襲経)r寿命品J(T12， No. 374， 377c23・28)
爾時傍告諸比丘。「汝等不磨作如是語。我今所有無上正法、悉以付嘱摩詞迦葉。 中略響如

大王多所統領、若遊巡時、悉以匿事付蝿大臣。知来亦爾。所有正法亦以付蝿摩詞迦葉。…...J
(その時、仏は比丘たちに告げた。「あなたたちはそのようなことを言つてはならない。

わたしが今所有している無上の正法はすべて大迦葉に付嘱する。 中略たとえば大王が多く

の統領のところへ巡る時には国事をすべて大臣に付嘱するのと同じである。如来もまたその

ように所有している正法は大迦葉に付嘱するのである。……」と。)
これは資料①と矛盾する記述であるが、下回 [1997:223]は「声聞を批判し、法の後継から除外

して、菩薩を法の後継者として立てるため」であると指摘している。このように教説に矛盾をき

たしながらも菩薩を被付嘱者とする方向へと動かされている。

10匿圏曇無識訳〈浬紫経)r名字功徳品J(T12， No・374，385a2-3)
迦葉菩薩白例言。「世尊、首何名此経、菩薩摩詞薩云何奉持J。

11チベット訳の記述は曇無識訳と類似しており、 byangchub serns dpa' serns dpa' chen po rnarns ji ltar 

rndo官 irningyang伽gpar也血palags / ji ltar rndo 'di'i rning也 inpa'i grangs su gtogs [P51b] pa lags / (幅

閏 [2013]~162) r菩薩摩詞薩たちはどのようにこの経典の名前を正しく保持なさるのか。どのよ
うにこの経典の名前を保持する一員となるのか」とされている。一方で、法顕訳では「嘗何名斯

経、云何奉持。(この経典を何と名づけ、どのように奉持すればよし、か)J (T12， No. 376， 867clS・16)
とされており経典を受持する者として菩薩摩詞薩を出さない。下田氏はこの相違を〈浬繋経〉が

展開の過程で声聞批判を強め、菩薩を中心とした教説へと変化していくようすのーっと見ている。
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薩摩詞薩」の存在がより強調されていることがわかる。

そして続いて「如来性品Jでは「寿命品j と同様に喰を用いて付嘱について説かれ

る。

屋圏 「知来性品J一女人の二人の子どもの喰一
また[世尊は]女人に告げる。「あなたに縁があって他の場所に行きたいと思う

とき、[二人の子どものうち]悪い子を追い払って家から出てし、かせ、すべての宝

蔵を善い子に託すべきであるjと。女人は仏に申しあげる。「実に仏の教えにした

がって、すばらしい宝蔵は善い子には見せるが悪い子には見せなしリと。[世尊]

「女人よ、わたしも同様に、般混繋のときには、あなたが宝蔵を悪い子に見せな

かったように、知来の秘密で無上なる法蔵は声聞弟子たちには与えない。あなた

が宝蔵を善い子に託したように、菩薩たちに必ず付嘱するべきである。なぜか。

声聞弟子は仏知来が真実として滅度するという[如来が]変異するという考えを

生じているからである。しかしわたしは真実として滅度しない。あなたが遠くに

行ってまだ帰っていないときに、あなたの悪い子が、あなたが死んだと言ったと

しても、あなたは実際には死んで、いない。あなたの善い子が、あなたが死んだと

言わないように、菩薩たちは、知来は常住不変であると説くのである。この理由

から、わたしは無上なる秘密蔵を普薩たちに付嘱するのである120

ここでは女人の二人の子のうち善い子が菩薩、悪い子が声聞にたとえられ、善い子

に宝蔵を託すのと同様に菩薩へ法を付嘱するとされている。そして菩薩が如来の常住

性を理解していることを理由として、「わたしは無上なる秘密蔵を菩薩たちに付嘱する

のであるJ(資料③下線部)と説かれている。先の資料①では明らかにされなかった菩

薩が被付嘱者にふさわしい理由がここではっきりと示されている。

この部分の法顕訳を確認すると、まずは資料③と同じく女人に善い子と悪い子とい

口喧匿函 曇融無識献訳〈慨1浬蝶里膿襲経掛>r加如来耕4性糊生蛸品恥」一寸女人Mの二ユ人の肝子ど汎もの喰ト一(T1川。仏ω.3叩74
復告女人。「汝若有縁、欲至他慮、感駆悪子令出其合、悉以賓蔵付示善子」。女人自備。「賓如聖
教、珍賓之蔵感示善子、不示悪子J0 r姉、我亦如是、般浬繋時、如来微密無上法蔵、不奥整聞諸
弟子等、如汝賓藤不示悪子。要嘗付嘱諸菩薩等、如汝賓蔵委付善子。何以故。曹関弟子生餐異想、
謂悌知来異質減度。然我異質不滅度也。如汝遠行未還之頃、汝之悪子便言汝死、汝賓不死。諸菩
薩等説言責日来常不襲警易、如汝善子不言汝死。以是義故、我以無上秘密之蔵付諸菩薩。
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う二人の子があって、悪い子ではなく善い子に宝蔵を託すとされている。しかしそれ

ぞれを菩薩と声聞にたとえることはされず、「浬繋に入ろうとするときには、如来の宝

蔵である秘密の教えは必ずすべて弟子に付嘱するのであるJと説かれている。ここで

は「弟子Jとされるのみで、資料③のように菩薩に付嘱するとはされていない13。資料

②と同様に、ここでも曇無識訳では被付嘱者が菩薩であることがより強調されている。

また資料③下線部にある「秘密蔵Jとは特に曇無識訳(浬繋経〉を考察する際に重

要な教説である。法顕訳にはなく、曇無識訳にしかない教説のーっとして諸研究にて

取り上げられている 14。森山 [2017]は秘密蔵について(浬繋経)内の記述を精査して

いるが、この秘密蔵はすなわち如来の常住性を意味しているという。つまり曇無識訳

では如来の常住性を理解しているか否かが菩薩と声聞比正を、そして被付嘱者にふさ

わしし、か否かを分けている。そして法顕訳に比べて菩薩に付嘱することをより強調し

て説いているのである。

そして初分の最後にあたる「一切大衆所問品」では次のように説かれる。

座圏 「一切大衆所問品」

[世尊]I……文殊師利菩薩よ、あなたたちは四部[衆]のために大いなる法を広

説するべきである。今、この法はあなたに付嘱するが、大迦葉や阿難たちが到着

13法顕訳〈浬繋経)r四法品J(T12， No. 376， 868b26-cS) 
[世尊]r...…復次善女人、嘗如姉妹、有諸縁事、捨家出行、詣他家落、或久不還。汝有二子、一
者純善、ー者弊悪。臨欲行時、珍賓秘蔵不語悪子、而付善子」。女人白悌。「賓爾、世尊」。悌問女
人。「何故賓蔵不語悪子」。女人白悌。「彼悪子者、所作非義、矯放逸行、食用 1)、無度。是故不語。

其善子者能立門戸築頴宗族。是以付之J。傍言。「麿爾。我法亦然、欲入方便般泥沼時。如来賓蔵
秘密法要悉付弟子。・…ー」

1)食用，新国訳(法顕訳)に「飲食を享受すること」と頭注が付けられている。
([世尊]r…...そしてまた善女人よ、たとえば貴方にさまざまな縁があって家を出て行き、他の
村を訪ねたり、あるいは長く帰らなかったりしたとする。あなたには善い子と悪い子の二人の子

があって、[家を出て]行こうとするとき、秘蔵のすばらしい宝について悪い子には教えず、善い
子に託すだろう」と。女人は仏に申しあげる。「世尊よ、そうするつもりであるJ/::0仏は女人に
質問した。「どうして宝蔵について悪い子には教えないのか」と。女人は仏に申しあげた。「その
悪い子は道理を欠いたふるまいをして放逸をなし、飲食を享受して、済度されない者である。そ
うであるから教えないのである。[一方で]その善い子は家を支えて一族を繁栄させることができ

る。そうであるからこ[の宝蔵]を託すのである」と。女人は仏に申しあげた。「まさにその通り
である。わたしの法もまた同様に、方便として浬繋に入ろうとするときには、如来の宝蔵である

秘密の教えは必ずすべて弟子に付嘱するのである……」と。)
14織田 [2011がー75]の整理によれば曇無識訳〈浬繋経〉にしかない教説や引用は、まず純陀の二

種施食、そして「哀嘆品Jの秘密蔵、「哀嘆品」と「四相品」の伊字三点、「菩薩品」の本有今無
備であると述べている。この問題について森山 [2017:24・25]が研究史を簡潔に整理しており参照
されたい。
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すれば、このような正法を[両声聞比丘に]付嘱するべきであるJと15。

この記述は大迦葉や阿難が不在であるという官頭での宣言を受けたものである16。資

料①~③まで一貫して声聞比Eではなく菩薩に付嘱するとされていたが、資料④にい

たっては文殊師利普薩に付嘱するとしながら将来的には声聞比丘である大迦葉と阿難

に付嘱すると説かれている。これに対して反発する声を上げる者はおらず、世尊から

付嘱する理由が語られることもされていない。

以上のように初分ではおおむね被付嘱者を菩薩としていることがわかる。さらに法

顕訳と比べると曇無識訳では明らかに菩薩を被付嘱者とする傾向が見られた。そして

そこには曇無識訳の教説の特徴である「秘密蔵jが関わっており、如来の常住性を理

解しているか否かに重点が置かれていた。

2-2.増広部分の用例一「情陳知品J

「一切大衆所問品J以降、〈浬繋経〉で付嘱や経典の受持についてまとまった教説は

確認されない。付嘱について説かれるのは最後の章である「僑陳如品」においてであ

る。「僑陳如品Jでは次々と世尊のもとへとやって来る外道たちを教化し、情陳知

Ka問 clinyaのもとで出家させていくとし、う内容が前半を占め、付嘱に関する教説はその

後である。

その教説は世尊が阿難の所在を僑練如に尋ねることで始まるが、これは先に触れた

通り阿難が不在であるという冒頭の文脈を引き継いだものである。僑陳知は阿難がこ

こから離れた場所で、如来のすがたに変身した多くの魔に混乱させられていると答え

る。そして魔の畏にかけられた阿難のようすが描かれた後、世尊と文殊師利菩薩の対

話がはじまる。次の資料⑤にその対話のあらすじを示す。この対話の全体は資料皿に

付した試訳を参照されたい。

15匿園鶴識訳機密「一切大衆所問品J(T12， No. 374， 428b2-12) 
汝等、文殊、嘗矯四部贋説大法。今以此法付嘱於汝、乃至迦葉阿難等来、復嘗付嘱如是正法Jo
16曇無識訳(浬鍵経)r寿命品J(T12， No. 374， 369bS-6) 
爾時、閤浮提中比丘比丘尼一切皆集、唯除尊者摩詞迦葉阿難二衆。
(その時、閣浮提中のすべての比丘と比丘尼がみな集まってきたが、ただし尊者大迦葉と阿難の
二衆は除く。)
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匿国 「僑陳如品jあらすじ

世尊が阿難の所在を気にかけていることに対して、世尊が阿難へ正法を付嘱し

ようとしているという意図を感じた文殊師利菩薩は、この大衆にはすでに被付嘱

者にふさわしく、浬繋経を受持することができる普薩たちがいるのになぜなのか

と質問する。それに対して世尊は阿難が二十年以上もの閉そばに給仕をしてきた

ことを理由に挙げ、阿難に浬繋経を受持させたいと言う。阿難は長い間給仕して

きたことで八種の不可思議や八法を身に着け、十二部経を保持しており、それゆ

えに阿難は多聞蔵であると称えた。確かにすぐれた菩薩がこの大衆にいるが、菩

薩たちにはそれぞれのやるべきことがあり、世尊の浬繋後に十二部経を宣通する

暇はない。阿難比丘がまだ聞いていないことは菩薩が説き広め、そして阿難は自

分が聞いてきたことを説き広めればよいのだと説いた。

そして世尊は文殊師利菩薩に陀羅尼呪を授け、受け取った文殊師利菩薩が阿難

のもとへ行き、阿難を捕えている魔衆に向かつて陀羅尼呪を説いた。するとそれ

を聞いた魔衆はみな無上正等覚を発こして、魔の行ないを捨て去り、阿難は解放

された。そして文殊師利菩薩とともに世尊のもとへ帰ってきて、世尊の面前に住

した。

この「僑陳知品」の教説で重要な点は阿難が世尊に給仕をしてきたこと、つまり世

尊のそばで教えを聞いてきたことが被付嘱者たる理由とされていることである。それ

が端的に示されている部分のみ抜き出せば次の通りである。

屋圏 「僑陳如品J(資料m， ~8 波線部)

文殊師利菩薩よ、阿難比丘はわたしの従弟であり、わたしに給仕して二十年以上

も経ち、聞いてきた法をしっかりと記憶している。まるで[瓶の]水をそそいで

別の瓶に入れるかのようである。こういうわけでわたしは今『阿難がどこにいる

のか』と質問するのだ。この浬繋経を[阿難に]受持させたいのである。

阿難が世尊のそばに長年付き添ってきたこと、そして教えを聞いてきたことは多聞

第ーと称されることからも一般的なイメージとして定着していただろう。しかし、た

とえば(首樗厳三昧経>Surangamasamadhisutraには阿難がこれまで聞いてきた教えは
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ごくわずかなもので、まだ得ていない教えは量り知れないと否定的な見方があらわさ

れ17、被付嘱者にふさわしくないと大衆から非難される場面がある。また(維摩経)

Vimalakfrtinirdesasutraには阿難を多聞第ーと称えるのは声聞の中においてであって、菩

薩とは比べられないとされる場面もある18。このように阿難の多聞は大乗経典において

良いものとして捉えられるばかりではなく、むしろ消極的な評価を与えられることも

しばしばである190

「僑陳如品Jで阿難が世尊に給仕してきたことに基づいて被付嘱者とする点は般若

経典の影響と考えられる。一例として υ¥千煩般若経)A~fasahãsri同praj向pãramitasütra

の記述を次に示す。

匿図 〈八千煩般若経)

このように言われて、世尊は具寿阿難に次のようにおっしゃった。「阿難よ、知来

はあなたの教師である。阿難よ、あなたは慈しみある魅力的な身体の所作、慈し

みある魅力的な言葉の所作、慈しみある魅力的な心の所作によって、わたしに仕

17 <首楊厳三味経)Silra晶Igamasamadhisiltra(D300a2-4: P326a7-bl) 

denぉ bcorn ldan・伽kyis lha'i bu zla ba dri rna rned pa'i snying加 la bka' stsal ba / lha'i bu dge 
slong kun dga' bos chos kun chub par byas pa ni nyung gi / gang dag kun chub bar [p326a8] rna byas pa ni 
dpag知 rneddo // lha'i bu [D300a3] de bzhin gshegs pas chos ji 町 edrnngon par rdzogs par sangs靭 aspa'i 
chos 'd叫σ'也al)ba de las bye ba'i cha 'arn / bye ba stong gi cha 'arn / bye ba b宅yasωnggi cha'i cha shas 
kyang ngas [P326bl] rna bshad do / ngas gang bshad pa de 1悩 byeba brgya stong gi cha shas kyang dge slong 
kun dga' bos rna bzung [D3伺a4]do // 
(その時、世尊は浄月蔵天子におっしゃった。「天子よ。阿難比丘が得た教えとはわずかなもの

で、得ていない[教え]は量り知れないのである。天子よ。如来が完成されたほどの教え、[すな

わち]その仏法と律から、一劫分の一、百劫分の一、百千劫分のーほどもわたしは説いていない。

わたしが説いたそのうちから百千劫分のーほども阿難比丘は記憶していないのだ。……J)

18 <維摩経)Jlimalalartinirdesasiltra r菩醸行品J(維摩経ノートVpp.52・55)
athã:戸l~rnãnλnandobhagavan阻rnetad avocat : adyagre早油価pbhagav組 nabhuyo 'gro 

bahuSru陶加ity細血1抑 prat首筋sya:rni/ 
bhagavan aha : rna tvam Ananda-avalInac抑制nutpadaya / tat kasrnad dhetoi}. /言語vak扇1srupdhaya 

tvmp rnayã-Ãn釦da-勾rob油LllSru偏n拘 nirdi~帥， nabo他国首vãn/ ti~thantvλnanda bodhisa枕vai}./nate
pa早9itenavagahayitavyai}./ sakyo hy Ananda s町おag釘量阜両g材hai}.prarnatum， na tv eva鈎kyo
bodhi姐仕V盈1訟!lprajnajnanasrnrtidh歯切lipratibhanasyagadha年prarna加m/
(具寿阿難は世尊にこう申しあげた。「世尊よ、これからは『わたしは多聞第ーではない』と自

称しようJ/::0 
世尊は言った。「阿難よ、あなたは臆する心を起こしてはならない。それはなぜか。阿難よ、菩

薩たちではなく、声聞たちの中にあって、あなたが多聞第ーであるとわたしは説いたのである。

阿難よ、菩薩たちは置いておきなさい。彼ら(菩薩たち)は智者によっても測られるべきではな

い。阿難よ、実にすべての海の深さは測ることができるが、菩薩たちの般若・智慧・憶念・ダー

ラニー・弁才の深さは測ることができない。……J)

19また大乗以前にも阿難の過失の数々が伝承に記録されており、浬繋のエピソードに関して言え

ば世尊が世に住することを請う機会を逃した過失が伝えられている。さまざまな過失については

塚本 [1966:192・200]が詳しく整理しているため参照されたい。
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えている。阿難よ、そういうわけで今、あなたが現在存在し、保持し、生きてい

るこの身体に対して愛情と浄信と敬意をなすそのように、阿難よ、あなたは、わ

たしが死んだ後は智慧の完成に対してなすべきである。阿難よ、わたしは二度も

三度もあなたにこの智慧の完成を、それが隠されないように、委ね、委嘱する200

般若経典では大品・小品ともに、このように阿難へ智慧の完成と経典を付嘱する。

そして大品般若経典の注釈書である『大智度論.]*胸hapraj，向iparamitopadesa21では阿難

への付嘱について詳細な議論がなされている22。その議論の一部を次の資料⑧に示す。

匿図 『大智度論』
[一切大衆が]質問するに、「阿難は声聞人であるのに智慧の完成(般若波羅蜜)

を付嘱(嘱累)するのは、そして弥勅をはじめとした偉大な菩薩に付嘱しないの

はどういった理由かJと。

[世尊が]答えるに、

(阿難に付嘱する理由)rある人は『阿難は常に仏の左右に給仕してきた。聞持陀

羅尼を得ており、ーを聞いて常に失うことがない。そしてそもそもかの仏の従弟

である。また多くの知識をもち、名声高く、四衆の依りどころであり、彼は仏の

転法輪に随って第三師である。舎利弗は寿命が短く早くに滅することを仏は知っ

ているから付嘱しないのだ。また阿難は六神通・三明をもち、解脱しており、五

百もの阿羅漢の師である。このような多くの利益があるゆえに付嘱するのである。

(普薩に付嘱しない理由)弥鞠をはじめとした偉大な菩薩たちは、仏が滅度した

後、それぞれ分散して随所に至り、[それぞれの]衆生や国土を度すべきなのだ。

弥勅[菩薩]は兜率天上に還り、維摩[菩薩]や文殊師利[菩薩]も随所に至っ

却屋圏 〈八千煩般若経〉抑制'ahas.拘呼崎伽阿附加 (μω，1.23-28)
evam ukte bhagav盈la刊号mantam盈1組伽metad avocat -sas偏 te盈landata血agata1}./ P訂ic紅ito'smy ananda 
tvaya maitreJ>a kayak四 m頃 m加 aapena， mai甘'eJ>av法kannaI}amanaapena， mai仕切aman吟karm~ã
man樋pena/ tasmat国 hi加組.dayathaiva tvaya mamait釘hiti号jhatoq dhriyama早ぉ'yayapayato 'smin 

samucchraye prema ca prasadaSωgaぽavaIp.ca ]qtam，句.thaivatvaya ananda mamatyayaωsyaql 
pr勾nap盈百nitay盈11 k紅旬.vyam / dvir api trir api te おlanda p宿泊侮my anup制官ldおny enaql 
pr司自ap加 mi伽，
21 W大智度論』は鳩摩羅什訳の漢訳一本が現存するテキストである。原題については望月辞典(Vol.
4， pp. 3321-3323)を参考に示した。原題に関する議論は加藤 [1983:158-159]を参照されたい。
22この議論の所在についてはすでに岡田 [2016:319]が指摘しているが、岡田氏は所在を示すにと
どめている。本稿では原文を引用しつつ内容を考察した。
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て衆生や国土を度すべきである。また仏は、この菩薩たちは智慧の完成のカを深

く理解しているから付嘱するのに苦労しない。阿難は声聞人であり小乗の教えに

随うから、仏は丁寧に付嘱するのだ』と言った」と230

この『大智度論』での議論と、資料⑥で示した「僑陳如品Jの記述を比べてみると、

いくつかの類似点が確認される。まず阿難が長年給仕をしてきたこと、そして阿難が

仏の従弟であるとして同じ釈迦族の人間であることを理由に挙げている。また舎利弗

が老年であることに触れる点や(資料m，~3 下線部)、菩薩にはそれぞれのやるべきこ

とがあるから付嘱しないとする点(資料m，~9 下線部)も類似している。

また「惰陳如品Jでは『大智度論』以上に阿難が給仕をしてきたことがより詳細に

語られる。阿難が給仕をしたことによって得た八種の不可思議や八法を説いて、多聞

蔵と称えている(資料m，~6， 7)。このように r.橋陳如品Jでは阿難を被付嘱者とする

大乗経典の伝統にのっとり、般若経典の文脈を受け継ぎながら、阿難が世尊に給仕し

てきたことに対して新たな意味を付加して被付嘱者としようとしている。

では「僑陳如品Jでの付嘱に関する教説は初分で阿難ら声聞比丘が被付嘱者にふさ

わしくないとされた理由を乗り越えるものとなっているだろうか。それについては阿

難が世尊に給仕をしてきたことによって身に着けた八種の不可思議の八番目に挙げら

れた、如来の秘密語を理解できていたこと(資料皿， ~ 6下線部)に注目されたい。先

の考察で被付嘱者にふさわしいのは声聞であるか菩薩であるかを分ける点として、秘

密蔵の理解があることを指摘した。初分においては知来の秘密蔵を理解していること

が菩薩へ付嘱する理由とされていたのだ。阿難が給仕を通して如来の秘密語を理解す

る不可思議を獲得したとされる点に、初分の教説とのつながりを見ることができる。

23 堅固『大智度論~ *Ma坤呼崎伽Mωp純正a(T25，No・白紙754ω・b13)
間目。「阿難是聾聞人。何以以般若波羅蜜蝿累、市不嘱累爾鞠等大菩薩J。

答目。「有人言。『阿難常侍傍左右供給所須。得聞持陀羅尼、一関常不失。既是悌之従弟。又多

知多識、名聞贋普、四衆所依、是能随傍車専法輪第三師。備知舎利弗害短早滅度故、不嘱累。又阿

難是六神通三明、共解脱、五百阿羅漢師。能如是多所利益、是故嘱累。瀬動等諸大菩薩悌滅度後、

各各分散至随所謄度衆生園土。嫡勅還兜率天上、毘摩羅結文殊師利亦至所I!!度衆生慮。傍又以是

諸菩薩深知般若波羅蜜力、不須苦嘱累。阿難是聾聞人、随小乗法、是故傍態態蝿累~J 。

一 128



(68) 

(大般湿繋経〉における阿難への付嘱について(安JII)

3. (浬襲島四十巻の全体構成について

ここまで(浬繋経〉における付嘱の議論について考察してきたが、 u里繋経〉初分で

は菩薩を被付嘱者とすることを強く表明しているものの、増広部分の「僑陳如品Jで

は一転して声聞比丘の阿難を登場させて被付嘱者としていることがわかった。この考

察結果から、付嘱に関する教説に基づいてく浬繋経〉四十巻の全体構成を概観し、さ

らに四十巻の最後に「僑陳知品jが置かれることについて一考察を示したい。

3・1. (浬襲経〉四十巻の全体構成ー付嘱に関する教説に基づいて一

まず織田 [2010:32・33]が作成した〈浬繋経〉の構成表に基づいて増広部分を理解す

ると、「現病品J........ r嬰児行品Jが五行を説く一つのかたまりとみなされ、「光明遍照

高貴徳王菩薩品」では「寿命品」で明らかにされた秘密蔵について詳説し、「獅子時L菩

薩品Jでは「知来性品Jで説かれた仏性について、そして「迦葉普薩品」では同じく

「如来性品Jで説かれた一間提について詳説する、というように初分の教説を増広部

分でより詳しく明らかにしていくという構造がみとめられる。その中で「僑陳如品J

は初分との連絡が希薄で、また突然声聞比丘を中心に置く特異さから、全体の構成の

中で浮いた存在とみられている。

ここまで考察してきた付嘱に関する教説に基づいてみると、「寿命品jではじめて付

嘱について触れ、「名字功徳品Jという独立した章を立てて経典の受持を説き、「知来

性品Jでまた町訟を用いて付嘱に言及し、「一切大衆所間品」で菩薩への付嘱そして声聞

比丘への付嘱を宣言することで初分を締める。増広部分に入ると、まずは五行を説い

て、菩薩を中心にして初分での教説を詳説した後、声聞比丘を中心とした「僑陳如品J

を立てて再び付嘱に関する教説を説く。これは「一切大衆所問品」での声聞比Eへ付

嘱するという宣言を受けたものであり、ここに初分と「僑陳知品Jの連絡を確認する

ことができる。

以上のことを表で示せば次の資料⑨の通りである。
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匿圏曇無識訳〈浬襲経〉四十巻の全体構成

金剛身品 長寿と法身

名字功徳品 大般浬禦の提示 ~菩薩を被付嘱者とする

如来性と仏性
如来性品 目

匹余の提示
一周提

一切大衆所問品 | 
Mj 
阿難ら声聞比丘への付嘱を宣言|

現病品~嬰児行品 自利行・利他行
I I 

光明遍照高貴徳王
秘密蔵詳説

菩薩品

獅子肌菩薩品 仏性詳説

迦葉菩薩品 一間提詳説

僑陳如品 外道帰仏

このように付嘱の教説に注目すれば、最後に阿難への付嘱が説かれることで(浬繋

経)という一つの経典が締めくくられていると考えられる。また阿難という人物の動

きに注目すれば、不在から世尊のもとへ到着するという一本の筋が見えてくる。

3-2. r情陳知品Jに関する一考察

最後に「僑陳如品」を置く意義について一考察を示しておきたい。『ラリタヴィスタ

ラ~ Lalitavistara の最古のテキストである竺法護訳『普曜経~ (T3， No. 186)には「拘隣

陀品」という'橋陳如の名を冠した章がある。ここでも被付嘱者が設定されて経典の受

持が語られている。また外薗 [1983]は本来の『普曜経』はこの「拘隣陀品」で経典が

終わっており、これ以降は後代の増広付加であると指摘している。つまり僑陳知の名

を冠して付嘱を説く章を立て、さらにその章が経末に置かれているという用例が(浬

繋経〉以前に存在していたことがわかる。『普曜経~ r拘隣陀品」と〈浬繋経)r僑陳如

品」の関係牲について精査が必要で、はあるが、僑陳知を主役とする章の用例は管見の
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限 り他に見当たらず、貴重な用例として留めておきたい。

また、 このことからもう一点留意したいのは 『ラリタヴィスタラ』が有部所伝の仏

伝であるということである。すでに平岡 [2015]が増広部分に有部所伝の伝承があるこ

とを指摘しており 、また「僑煉如品j 内で示される十二部経の順列は有部系の論書に

一致する24。このこともまた増広部分の解明に寄与する可能性がある。

24 r僑陳如品」の冒頭で如来に変身した魔たちがさまざまな教説を説いて阿難を混乱させるが、
その魔の一人が「修多羅 ・祇夜 ・毘伽羅那 ・伽陀 ・憂陀那 ・尼陀那 ・阿波陀那 ・伊帝目多伽 ・閣

陀伽・毘偽略・阿浮陀達摩・優波提合Jとしづ)1頃列の十二部経を説いている(Tl2，No. 374， 600c6-9)。
平川 [1969:739-742]によればアヴァダーナが七番目に置かれているのが特徴であり、(発智論)

や〈大毘婆沙論)といった有部系の論蓄に一致するとしづ。またこの順列は「発行品Jにも確認
される (r党行品JTl2， No. 374， 451bI8-21)。

この十二部経の)1慎列がチベット重訳では大きく異なっており、また重訳で示された)1煩列は他に

用例が無いことも加えて示しておく。

曇無識訳とチベット重訳の十二部経の順列

4島無菌餓釈 チベット康飲

経典(修多羅) 経典 作品回)

2 重煩(祇夜) 重頒 (*geya)

3 授記(毘伽羅那) 偽 (*gatha)

4 偽(伽陀) 授記(本vyakaraI)a)

5 自説(憂陀那) 自説(ホudana)

6 因縁(尼陀那) 本事 (*i守山ta)

7 醤喰(阿波陀那) 本生 (*jataka)

8 本事(伊帝目多伽) 悶縁(ホm必na)

9 本生(関陀伽) 磐田食 (*avadana) 

10 方広(毘偽略) 未曾有 (*adbhuta)

11 未曾有法(阿浮陀達摩) 方広 (*vaipulya)

12 論議(優波提合) 論議(本upadesa)

チベット重訳が底本としたものが現存する曇無識訳か否かは佐藤 [2012]も注意していたが、」

のような訳出時の混乱とは考えにくい記述の相違があることもまた考察材料となるだろう。
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4.結論

以上、付嘱に関する教説を通して(浬繋経)全体について考察してきた。

まず(浬繋経〉内の付嘱に関する教説を整理したところ、初分では菩穣を被付嘱者

とし、その理由として如来が常住であるという秘密蔵を理解していることが挙げられ

ていた。また法顕訳と比較すると、曇無識訳ではことさら菩薩に付嘱することが強調

されていた。一方で初分の最後には文殊師利菩薩に付嘱しながらも将来的には阿難ら

声聞比丘へと付嘱すると宣言されていた。この宣言は増広部分の最後の章である「惰

陳如品」で阿難が登場することで達成される。 r.橋陳如品Jでは阿難が長い間世尊のそ

ばに給仕してきたことが理由に挙げられ、阿難へ付嘱すると説かれた。この給仕によ

って身に着けたとされる不可思議の中には知来の秘密の言葉を理解していたことが挙

げられており、初分からの教説の連続性が確認された。(~里繋経〉の付嘱に関する教説

を概観すると、阿難を被付嘱者とするという大乗経典の伝統にのっとり、般若経典の

文脈を受け継ぎ、また『大智度論』よりも詳細に給仕する意味や給仕によって獲得す

るものが示されていた。曇無識訳(浬繋経〉増広部分がインドに根を張り、インドに

おける大乗経典制作の延長線上にあるものと位置づけることができるだろう。

そして付嘱に関する教説に基づいて(浬繋経)四十巻の全体を見渡すと、「僑陳如品J

において付嘱という大乗経典にとって重要な問題が整理されており、この「惰陳如品J

をもって(浬繋経〉が完結されたと理解する見解を示した。そして「僑陳如品Jと有

部のつながりを見出す可能性も一考察として最後に提示した。
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資料 1: <浬繋経〉章構成対照表

中

分

'tshe ba med pa'i 

寿命品 I phung po ste le'u 
dang po 

初
分

金剛身品 金剛身品

rdo rje ltar mi 
shigs pa'i sku'i 
phung po zhe bya 

坐主旦旦.yi
mdo'i ming gi gtan 

tshigs dang yon 
tan gyi tshul zhes 

bya ste le'u gsum 

受持品 名字功徳品

四法品

如来性品
lha dang mi dang 
lha ma yin dang 
mi'am ci dang rigs 
sngags 'chang 

dang srin po la 
sogs pa 'dus pas 

zhus pa zhes bya 
ba'i le'u 

deva/11anu$yasura-
kif!1nara-vidyadha 
rα-rak$asadi-saf!1n 
ipataコparipfccha
na/11a skandhah 
sa/11apta):z /，戸

後

分

初分・中分・後分の三重構造については織田 [2011:76・77]を確認されたい。

25 SF 12.2に章名が確認される。

26この章部分は欠損しているが現存していたものと考えられ、チベット訳より還発した。

q
J
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資料H:チベット重訳について

9cごろ

(73) 

法顕釈に等しい
範囲

曇無識訳と'phags pa J咽ngssu 
B I mya ngan Lω'das pa 
chenpa'i mdo 

wang phab sum， 
dge ba'i blo gros， 
rgyam包bo'isde27 

IIcごろ I W大般浬襲経後
分』からの重訳

〈浬繋経〉には二種類のチベット訳が現存しており、上記の表の通りである。表のA

は法顕訳と範囲を同じくしており、党本からのチベット訳であると認められるテキス

トである。一方、Bは曇無識訳と中国撰述とされる唐・若那駿陀羅訳『大般浬繋経後分』

二巻(T12，No. 377)からの重訳である。『大般浬襲経後分』は「僑陳知品余」から始ま

り、遺教、入滅、茶毘、舎利分配などの内容を示したもので、大乗的要素は見られる

ものの、おおむね「非大乗『浬繋経』類のブ、ッダ般浬繋の周辺記事を基盤に成立した

と見て差し支えはないJと井上 [2005:148]は述べている。重訳は大乗経典の〈浬襲経)

で描かれなかった入滅以降の場面を描いた『大般浬繋経後分』をふくめて一つの浬繋

経と意識していたと考えられる。

また重訳は漢訳に基づいたチベット訳であるために、これまで(浬繋経)研究にお

いて考察の対象とされてこなかった。一方で下回 [1986]や佐藤 [2012]のように資料

的価値を持ちうるという見解も提示されている280

本稿においてチベット重訳は(浬繋経〉増広部分を読解する上での参考資料という

位置づけ以上の意義を持たないが、特に u呈繋経〉の後代の展開を考察する上では今

27チベット重訳の訳者三名について北京版目録に基づいて調べたところ、まず中国人とみられる

wang phab sumが訳出に関わっているのは、この重訳一本のみである。dgeba'i blo grosとrgyamtsho'i 
sde は他の訳出にも関わっており、特に前者はラトナーカラシヤ}ンティ註の『現観荘厳論~(PNo. 
5199) や『菩提灯論~ (p No.5378)など多数の文献の訳に関わっている。佐藤 [2012:208・209]は
重訳の訳出に関わった人物について「漢訳の内容を把握せずに、機械的に翻訳した可能性がある」
と述べ、また「チベットで翻訳される際に、必ずしも仏教経典に通暁した人が関わったわけでは
ないJと述べているが、訳者の業績に鑑みると、この(浬襲経)の重釈に関してはそうとも言い
切れない部分があると恩われる。
28下回 [1986]はチベットにおける如来蔵解釈において重訳テキストが重要視されていることを
指摘し、佐藤 [2012]は重訳テキストからチベットでの翻訳事業を知る資料となると指摘している。

-122 



(74) 

(大般浬繋経〉における阿難への付嘱について(安111)

後重要な資料となるだろう。

資料皿:曇無識訳〈浬襲経)r儒陳如晶j試訳29

~1 世尊が阿難の所在を尋ねる

そして世尊は[僑陳如に]知らせてから、情陳知に「阿難比丘は今どこにいるのか」

とおっしゃった。僑陳如は答えた。「世尊よ、阿難比丘は裟羅林の外、この大衆会から

十二由旬離れたところにおり、六万四千億もの魔に頭を混乱させられている300・中略へ

~2 文殊師利菩薩の疑問

すると文殊師利菩薩摩詞薩は仏に申しあげた。「世尊よ、この大衆の中に諸普薩がお

り、すでに一生において阿縛多羅三義三菩提心を発こし、無量生に至って菩提心を発

こし、すでに無量の諸仏を供養してその心を堅固にし、檀波羅蜜から般若波羅蜜に至

る[六波羅蜜の]修行を具足し、功徳を成就して久しくすでに無量の諸仏に親近し、

発行を浄修しており、不退転なる菩提の心を得て、不退なる忍と不退転なる持を得て、

知法なる忍や、首楊厳をはじめとした無量の三昧を得ている。

そういう者たちは大乗経典を聞いても疑問を生じることなく、三宝は同じ性質を持

っており常住不変であると分別し宣説することができ、不思議なことを聞いても驚か

ず、さまざまな空について聞いても怖がらず、すべての法性にすっかり通達し、十二

部経すべてを記憶してその意味をひろく解説し、無量の諸仏の十二部経を受持してい

るのに、このような大いなる浬繋経を受持できないとどうして心配するのか。どんな

因縁によって僑陳如に阿難の所在をお尋ねになるのかJと320

29試訳を作成する際に曇無識訳〈漫繋経〉をチベット訳した重訳テキストを参考資料として使用

した。重訳テキストについては資料Hを確認されたい。また各セクションに対応するチベット重訳

のロケーション (D:p) を付している。また漢訳のロケーションについては曇無識訳『大般浬繋

経』の巻数とナンバー(T12，No. 374)は省略し、頁数と行数のみ示している。
30 ここでは阿難が魔に混乱させられているが、イム伝において世尊が入滅を決心する場面で、阿難

が魔の障害のために世尊に住世を請う機会を逃したという著名なエピソードとの関連がうかがわ

れる。 (Cf.塚本[1966:194・195]、釈尊伝の研究 [3]pp.l95-197) 

31 ~1 世噂が阿難の所在を尋ねる (600b21・24，Tib. D 299a6・7:P309b8・310a2)
爾時世尊知巳却告僑陳如 1)言。「阿難比丘今矯所在J。矯陳如言。「世尊、阿難比丘在裟羅林外、
去此大曾十二由旬、而震六高四千億魔之所焼霞L。ー中略

的情棟如，チベット重訳ではtsheぬngldan pa KaUl;I(;linya r具寿僑陳知」とされている。
32 ~2 文殊師利菩薩の疑問 (600c27・601al0，百b.D300b2・301a2: P 311a3・b2)
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~3 比丘たちの給仕の申し出を断る

そして世尊は文殊師利菩薩にこう告げた。「よく聞きなさい、よく聞きなさい。善男

子よ、わたしが成仏してから二十年が過ぎ王舎城に住していたその時、わたしは比丘

たちにこう告げたのである。『比丘たちよ、今この大衆の中で誰がわたしのために如来

の十二部経を受持し、左右に給仕をして、お仕えしながらも自らを利益し続けること

ができるだろうか』と。するとその大衆の中にいた僑陳如がやって来てわたしに言っ

たのである。『わたしは十二部経を受持し、左右に給仕をして、自らを利益し続けるこ

とができる』と。わたしは言った。『僑陳如よ、あなたはすでに老いておりむしろ人を

使うべき者であるのに、どうしてわたしに給仕したいのか』と。すると舎利弗もこう

言った。『わたしは仏のすべての言葉を受持し、[左右に]給仕をして、自らを利益し

続けることができる』と。わたしは言った。『舎利弗よ、あなたもすでに老いておりむ

しろ人を使うべき者であるのに、どうしてわたしに給仕したいのか』と。そして五百

人にもなる阿羅漢たち[の申し出]もみな同様に仏は受け入れなかった330

爾時文殊師利菩薩し摩詞薩白悌言。「世尊、此大衆中有諸菩薩、巳於一生稜阿縛多羅三薮三菩提心。

至無量生殺菩提心。巳能供養無量諸悌、其心堅固。具足修行檀波羅蜜乃至般若波羅蜜、成就功徳

久巳親近無量諸働、浮修発行、得不退縛菩提之心、得不退忍不退縛持、得如法忍首楊巌等無量三

味。

如是等輩聞大乗経、終不生疑、善能分別宣説三賓同一性相常住不獲 1)、開不思議不生驚怪、聞

種種空心不怖様、了了通達一切法性、能持一切十二部経贋解其義、亦能受持無量諸悌十二部経、

何憂不能受持如是大浬繋典 2)。何因縁故問僑陳如阿難所在。

。善能分別宣説三賓同一性相常住不襲警，三宝の常住については下回 [1997:202・205]を

参照されたい。下回氏は(浬繋経〉初分を第一類・第二類と分類しているが、第一類で説か

れる仏身の常住は、第二類で三宝の常住へと移行していると指摘する。そして特に「僧宝の
常住」に注目し、経典が教団化・グループ化していく動きのーっとみなしている。

Cf.チベット重訳dkonmchog gsum mtshan nyid gcig pa伽ng/rtagpa伽ng/ gnas [D3帥 ηpa伽ng
/mi 'gyur忠仁曲旦ba[P311a81 rnam par 'byed cing ston pa la yang sh也知mkhaste/
またチベット重訳ではmi'pho ba I不動jが付加されている。

2)大浬繋典，チベット重訳ではyongssu mya ngan 1ぉ'伽spa'i chos [p311b2] kyi mam gr加 gs
li呈繋の法門J(rnam grangs， *paryaya) とされている。

33 ~3 比丘たちの給仕の申し出を断る (601alO-21，Tib. 301a2・7:P311b2・7)

爾時世尊告文殊師利。「諦礁、諦恵。善男子、我成傍巳過二十年住王舎城、葡時我告諸比丘言。
『諸比丘、今此衆中誰能漏我受持如来十二部経、供給左右所須之事 1)、亦使不失自身善利 2)~。時
僑陳如在彼衆中来白我言。『我能受持十二部経、供給左右、不失所作自利益事 2')~。我言。『橋陳如、
汝巳朽遁嘗須使人、云何方欲矯我給使』。時舎利弗復作是言。『我能受持悌一切語、供給所須、不

失所作自利益事』。我言。『舎利弗、汝巳朽遁嘗須使人、云何方欲矯我給使』。乃至五百諸阿羅漢皆
亦如是、悌悉不受。

もち

り供給左右所須之事，新国訳は f左右の須うる所の事を供給しj と読み下している。チ

ベット重訳ではnga'ig.yog kyang by吋 la/ Iわたしの給仕をしてjとされている。また田上訳

では「身の回りの世話をしてJや「世話係JI給仕係」とされている。
2)亦使不失自身善利，田上訳では「修行の妨げになることはありませんがJとされてい
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~4 目連が三味に入り、世尊のお考えを知る

その時、大衆の中にいた目連はこのように考えた。『知来は今、五百もの比丘の給仕

[の申し出]を受け入れなかったが、仏のお考えでは誰に[給仕を]させたいのだろ

うか』と。こう考えてすみやかに三味に入ると、如来の心が阿難のもとにあるようす

を見たのである。まるで太陽が現れた時の光が西側の壁を照らすかのようにそのよう

すを見ると、すぐに三味から起きて僑陳如に告げた。『大徳よ、わたしは如来が阿難を

左右に給仕させたいとお考えであるようすを見たのである』と。

そこで'橋陳如は五百もの阿羅漢とともに阿難のところへ往き、こう言った。『阿難よ、

あなたは今如来の給仕をするべきである。こ[の申し出]を受けるようお願いします』

と。阿難は言った。『大徳たちよ、わたしは実に知来に給仕するに堪えられない。なぜ

かというと、如来は獅子王のように、龍のように、火のように尊い方であるからだ。

わたしは今織れたか弱い者であるのに、どうして[給仕が]できましょうか』と。比

Eたちは言った。『阿難よ、あなたはわたしたちの言うことを受け入れて、知来に給仕

するならば大きな利益を得るのである』と。二度も三度も同様に[言った]。阿難は言

った。『大徳たちよ、わたしは大きな利益を求めておらず、実に左右に給仕するに堪え

られない』と。

そしてまた目連はこう言った。『阿難よ、あなたはまだわかっていなし、』と。阿難は

言った。『大徳よ、どうか説明してください』と。目連は言った。『如来が以前にサン

ガの中で給仕を求めると、五百もの阿羅漢がみな[給仕を]したいと申し出たが、如

来はお許しにならなかった。わたしはすぐに三昧に入って、あなたに[給仕を]させ

たいという如来のお考えを見たのである。あなたは今どうして[如来のお考えに]背

いて受け入れないのか』とへ

る。この後に「不失所作自利益事 2・)Jとあるが、この「自ら利益する事Jとは田上訳の理解
では修行を指している。ここでは「自らを利益すること」と訳出した。
あるいはこの「所作」とは資料⑦に示した(八千煩般若経)において「慈しみある魅力的
な身体の所作によって (mai田平akay誌盟主担量 manaapena)Jとされている「所作Jを指して
いるか。そうであれば「不失所作、自利益事(所作を失わず、自らを利益して)J と理解さ
れる。鳩摩羅什訳は「汝以身口意差J(T8， No. 227， 586b23)と訳出している。

34 ~4 目速が三味に入り、世尊のお考えを知る (601a21-b8，Tib. D 301a7・b7:P311b7・312a7)
爾時目連在大衆中作是思惟。『如来今者不受五百比丘給使、傍意矯欲令誰作耶』。思惟是巳即便
入定、見如来心在阿難許。如日初出光照西壁、見是事巳即従定起語惰陳如。『大徳、我観如来欲令
阿難給事左右。
爾時'橋陳如奥五百阿羅漢往阿難所、作如是言。『阿難、汝今嘗矯如来給使。請受是事』。阿難言。
『諸大徳、我賓不堪給事如来。何以故。如来尊重如師子王如龍知火。我今穣弱云何能緋』。諸比丘
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~5 阿難の三つの願い

阿難は聞いてから合掌し脆いてこう言った。『大徳たちよ、もしそのようなことがあ

って、知来世尊がわたしの三つの願いをかなえてくださるならば、サンガの望む通り

に左右に給仕しなければならない』と。呂連は言った。『三つの願いとは何か』と。阿

難は言った。『一つ目に如来がもし着古した衣服をわたしにくださったとしても、わた

しが受け取らないことをお許しください。二つ目に如来がもし在家信者からの[食事

の]招待を受けたとしても、わたしが[ともに]行かないことをお許しください。三

つ目にわたしが[如来のそばに]いたり、いなかったりすることについて、時間[の

決まり]がないことをお許しください。このような三つのことを仏がもしお許しにな

るならば、サンガの望む通りに如来に給仕いたします』と。

すると僑陳如と五百もの比丘はわたしのところへ帰ってきてこう言った。『わたした

ちが阿難比Eに[給仕することを]勧めたところ、[阿難は]たった三つの頗いを要求

するだけである。もし仏がお許しになれば、比丘たちの意にしたがうはずある』と。

文殊師利よ、そしてわたしはその時阿難をこう讃えたのだ。『よいことだ、よいことだ。

阿難比丘は智慧を具足しており、[受けるであろう世間の]非難をあらかじめ示したの

である。どういうことか。お前は衣食のために如来に給仕するのかと言う人がいるは

ずであるから、先に[如来が]着古した衣服は受け取らず、在家信者からの[食事の]

招待にも[ともに]行かないことを求めたのである。僑陳如よ、阿難比正は智慧を具

足している。[如来のそばに]いる時間、いない時間に決まりがあると、[世尊は]四

部衆のために広く利益をなすことができない。だからその時間[の決まり]がないこ

とを求めるのである。僑陳知よ、わたしは阿難のためにこの三つの[願い]事[の真

意]をひもといて、その願いにしたがおう』と。

そして目連は阿難のもとへ戻り、阿難にこう言った。『わたしがあなたのために三つ

の[顧し、]事をお願いすると、如来は大慈によりみなお許しになられた』と。阿難は

言。『阿難、汝受我語、給事如来得大利益』。第二第三亦復如是。阿難言。『諸大徳、我亦不求大利
益事、賓不堪任奉給左右』。
時目穂連復作是言。『阿難、汝今未知』。阿難言。『大徳、唯願説之』。目機連言。『如来先日僧中
求使、五百羅漢皆求矯之、如来不聴。我即入定見如来意欲令汝矯。汝今云何反更不受』。
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言った。『大徳よ、もし仏がお許しになったのであれば給仕に往かせてください』と350

S6 阿難が給仕したことで得たもの一八種の不可思議

文殊師利よ、阿難はわたしに二十年あまり仕えてきて八種の不可思議を身に着け

たのである。八種とは何か。

山一つ目はわたしに仕えて以来二十年、初めから、わたしと[ともに]行き[在家信

者の]食事の招待を受けなかった。

[2]二つ目はわたしに仕えて以来、初めから、わたしが着古した衣服を受け取らなかっ

た。

[3]三つ目はわたしに仕えて以来、わたしのもとへ来る時に時節に適っていないという

ことはなかった。

[4]四つ目はわたしに仕えて以来、煩悩がありながらも、わたしに付いてあらゆる王を

ふくむ王族や高貴な大家[の住居]に出入りしても、女人たちゃ天・龍の女人たちに

見えても欲心を生じなかった。

[5]五つ目はわたしに仕えて以来、わたしが説いた十二部経を保持し、一度耳にすると、

再び問うことはなく、それはまるで瓶の水を注いでそれを[別の]一つの瓶に入れた

かのようで、あった。 守中略ー

[6]六つ目はわたしに仕えて以来、まだ他心智を獲得していなかったが、如来が入って

いる三味を常に理解していた。

[7]七つ目はわたしに仕えて以来、まだ、願智を得ていなかったが、次のような衆生がい

35 *5 阿難の三つの頼い (601同・25，百b.D301b7・302bl: P 312a7・.312b8)
阿難問巳合掌長脆、作如是言。『諸大徳、若有是事如来世尊奥我三願、嘗順僧命給事左右』。目
梶連言。『何等三願』。阿難言。『一者如来設以故衣、賜我、聴我不受。二者如来設受檀越別請 1)、
嬉我不往。三者聖書我出入2)、無有時節。如是三事傍若聴者、嘗順僧命奉給如来』。
時僑陳如五百比丘還来我所、作如是言。『我等巳勤阿難比丘、唯求三願。若傍聴者嘗順僧命』。
文殊師利。我於爾時讃阿難言。善哉善哉。阿難比E具足智慧、預見言語嫌 3)。何以故。蛍有人言汝
矯衣食奉給如来、是故先求不受故衣不随別請。備練如、阿難比丘具足智慧。入出有時則、不能得
贋作利益四部之衆。是故求欲出入無時。僑陳如、我矯阿難関是三事、随其意願。
時自慢連還阿難所、語阿難言。『吾巳矯汝啓請三事。如来大慈皆巳聴許』。阿難言。『大徳、若傍
聴者請往給侍』。

1)檀〕越別請，田上訳では「在家信者からの特別な招待Jとされている。
均我出入，チベット重訳ではbdagngus ma mchis p訂 gangy組 gmchi bar gnang na /とされ
ており、田上訳では「如来のそばから用事で離れること」とされている。
3)預見識嫌，チベット重訳ではdpyassu 'gyur ba snga nas shes so // r非難されることを[非
難される]前から知っている」とされている。
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ると理解していた。[すなわち]如来のもとに来て現在世で四沙門果を得たり、後世で

得る者がいたり、[来世で]人身や天身を得る[衆生である]。

[8]八つ目はわたしに仕えて以来、如来のあらゆる秘密語をすべてを理解できていた。

善男子よ、阿難比丘はこのような八種の不可思議を身に着けている。だから阿難比

丘を多聞蔵と称えるのである360

~7 阿難が給仕したことで得たもの一人法

善男子よ、阿難比丘は八法を身に着けており、十二部経を保持しているのである。

八つとは何か。一つ目は信根が堅固であること、二つ目はその心が実直であること、

三つ目は身体に病の苦しみが無いこと、四つ目は常に精進に勤めていること、五つ目

は集中力を具足していること、六つ目は心に僑慢が無いこと、七つ目は定慧を成就し

ていること、八つ目は聞くことから生じた智を具足していることである。 中略わたし

は今阿難もまたこ[の過去仏に仕えた侍者たち]のように八法を身に着けており、だ

36 ~ 阿難が給仕したことで得たもの一人種の不可思議 (601b26-c18，Tib. D 302bl-303a2 : P 
312b8剖3bl)

文殊師利、阿難事我二十鈴年。具足八種不可思議。何等鋳八。

[1]一者事我巳来二十鈴年、初不随我受別請食。

[2]二者事我巳来、初不受我陳故衣服。
[3]三者自事我来、至我所時、終不非時 1)。

μ]四者自事我来、具足煩悩随、我入出諸王剰利豪貴大姓 2)、見諸女人及天龍女、不生欲心。

[5]五者自事我来、持我所説十二部経。ー経於耳曾不再開、如寓瓶水置之ー瓶。 中略

我言。『阿難。知是如是如汝所説』。

[6]六者自事我来、雌未獲得知他心智、常知如来所入諸定。

[7]七者自事我来、未得願智 4)、而能了知如是衆生。現j如来所、現在能得四沙問果、有後得者、有

得人身、有得天身。

[8]入者自事我来、如来所有秘密之言悉能了知 3)。

善男子、阿難比丘具足如是八不思議。是故我稀阿難比丘鋳多聞蔵。

。終不非時，田上訳では「遅れることはなかったJとされている。ここでの人種の不可

思議の[1]-[3]は ~5 の阿難の三つの願いにそれぞれ対応しており、この「非時」の「時J と
は如来のそばにいるのにふさわしい時節を指していると考えられる。

勾入出諸王利利豪貴大姓，チベット重訳はrgyalpo'i pho brang dang [P31302J rigs chen po 
btsunpa1.g[盟suphyin te /とされており、これを参考にgnasr住居Jを補って訳出した。
司チベット重訳では [8]nga'i g.yog byas nas de bzhin gshegs戸sdgongs te gsungs pa白arns

問 03叫[p3日blJcad凶ongdu chud cing rtogs pa yin no // rわたしの給仕をつとめて以来、如来によ
って[明らかにされた]あらゆる密語を知り、理解したのである」とされている。「秘密之

言Jはチベット重訳dgongste gsungs paから*slllJldhaya.刊叩胞と推測される。
。願智，望月辞典 (vol.2， p. 1248)では願智とは五智(法住智、泥湿智、無誇智、願智、

漫在智)のうちの一つであり、(成実論〉第十六より「諸法の中に於て障礎なき智Jである
と解説されている。
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から阿難比丘を多聞蔵と称えるのである 370

Ss 阿難に経典を受持させたい理由
善男子よ、あなたが説いた通りこの大衆の中に無量無辺もの菩薩がいるが、主企萱

薩たちはみな重荷を背負っており、それはいわゆる大慈と大悲である。このような慈

悲の因縁のために取り巻きの者たちを律したり、自身を荘厳したりと、それぞれあわ

ただしくしている。そのような因縁により、わたしが浬繋した後、菩薩たちは十二部

経を説き広めることができない。もし菩薩が[十二部経を]説くことができたとして

も、人に信受されないだろう。玄建睡到葺麗よL胆接民豆i主長主L"O)畿道交長旦ょJ2

主Lι鐙生ん主二士長良よ主麓主L周ど主主主法主Lュ史立主翼撞Lエヒ豆L 主ゑJ立

[揮の]水をそそいで別企盟ιみ色豆企のようである。こ立主立長立支担主L控全E胆
襲主主三長心主企企4よ質閉士五史芝Lよ企逗繋麓之i開襲I;:J受持させたど虫主主主
る。善男子よ、わたしが浬繋した後、阿難比丘がまだ聞いたことのないことは弘広に

長けた菩薩たちに流布させて、阿難が聞いてきたことは[阿難]自ら説き広めればよ

いのである380

37 ~7 阿難が給仕したことで得たもの一八法 (ωlc18・29，Tib. D 30382-6 : P 313bl-6) 
善男子。阿難比丘具足八法。能具足持十二部経。何等矯八。一者信根堅固、二者其心質直、三

者身無病苦、四者常勤精進、五者具足念心 1)、六者心無情慢、七者成就定慧、八者具足従聞生智。

中略我今何難亦復如是具足八法。是故我稽阿難比丘長喜多聞蔵」

。念心，推定される党語はホsmrtiで、集中力や記憶力を意味すると考えられる。

38 ~8 阿難に経典を受持させたい理由 (60281・10，Tib. D 30386・b3:P313b6・.31482)
善男子、如汝所説此大衆中錐有無量無漫菩薩、是諸菩薩皆有重任所調大慈大悲 1)。如是慈悲之

因縁故、各各忽務、調伏巻属、荘厳自身 2)。以是因縁、我浬繋後、不能宣通十二部経。若有菩薩、

或時能説、人不信受 3)。文殊師利、阿難比丘是吾之弟、給事我来二十吉宗年、所可開法具足受持。

日食如篤水置之ー器。是故我今顧問、『阿難儀何所在』。欲令受持是浬繋経。善男子、我浬繋後阿難

比丘所未聞者、弘贋菩薩4)嘗能流布、阿難所聞自能宣通。

1)重任所謂大慈大悲，チベット重訳ではsnyingIje chen [P313bηpos byed dka' ba byed de / 
「大慈と大悲による難行をなすJとされている。 (Cf.新国訳、 byeddka' ba byed r難行をな
すJ)
また「重任」は支謙訳〈維摩経〉に「導策衆重量暁陰入種J(Tl4， No. 474， 534副06) と用

例がある。これに相当する発文は S町 asa刷出担金辿盟，tayaiskandbadb耐誼tvaya回 aparijna

「一切衆生の重査を運ぶために、蓮・界・処をよく知ること(高橋訳)Jとある(維摩経ノ
ートVpp.72・73)。ここでは(維摩経〉の用例を参考に「重任」を「重荷」と訳出した。

均女日是慈悲之因縁故、各各翠葦調伏巻嵐荘厳自身，チベット重訳では deltar byams pa 
ぬng/ snyingりe'idbang gyis so so na 1益 yodla / 'khor rnams gdul ba伽ng/ bdag gi (P gis) lus 
brgy組 pa'i1鐙 byedde / rそのような慈と悲のはたらきによってそれぞれのなすべきことが
あり、[すなわち]取り巻きの者たちを律したり、自信の身体を荘厳するという主主三主主
とをして」とされており、「忽務Jは lおと訳されている。また〈悲華経)の曇無識訳には
「阿蘭若即是助菩提法、離諸墾蓋故。J(T3， No. 157， 222ゅ・10) とあり、これに相当する党
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S9 阿難を解放する陀羅尼呪

文殊師利菩薩よ、阿難比丘は今、この大衆会の外に十二由旬も離れた他の場所で、

六万四千億もの魔に頭を混乱させられている。あなたはそこに往って大きな声で言い

なさい。『すべての魔たちよ、よく聞きなさい、よく聞きなさい。如来は今大いなる陀

羅尼を説かれた。すべての天・龍・乾闇婆・阿修羅・迦棲羅・緊那羅・摩喉羅伽・人・

非人・山神・樹神・河神・海神・舎宅神をはじめとした神々はこの陀羅尼(持)の名

を聞いて、名を記憶して、[陀羅尼を]恭敬し、受持しない者はいない。この陀羅尼は

十恒河沙もの諸仏世尊が共に宣説するものであり、女身に転じたり、過去の生存を自

ら知ることができるものである。もし五つの事を受持すれば、つまり一つ自に発行、

二つ目に肉を断つこと、三つ目に酒を断つこと、四つ目に玉辛を断つこと、五つ目に

は心穏やかに過ごすことを願うという五つの事を受持した後に、この陀羅尼を心から

信受し、読請し、書写する。その人はすぐに七十七億もの悪い身体を超越することが

できると知りなさい」と。

そして世尊はこのように説いた。

amale vimale uirmale maIigale hir切yagarbhesamantabhadre 

文はM初yavasas町出命。bodhisattv盈語m註鍾担謹這vipra早aSatayasalllvartate /である。曇無識訳
は「忽務Jと訳語を当てているが、「忽Jが持つ「あわただしいさまJ(Cf.漢辞海 p.524) 

という意味は周辺資料からはうかがえない。ここでは「忽」の意味から「あわただしくつと
めている」と訳出した。

町若有菩薩或時能説、人不信受，チベット重訳はji批 byangchub sems dpa' (D dpas) bar 
b訂 sgrogsna yang gzhan dag yid mi ch直sso // Iある時菩薩が説き広めても、他の者たちは信じ

ないJとされている。織田 [2010:103]は菩薩の教えを人が信受しない理由として「恐れ多
くて」と理由を補って理解している。また図上訳では「菩薩たちはある時にうまく説法する
だろうが、それでも人々は信じて、それを伝えてはくれないだろうJとしており、菩薩の説
法ではなく、それを受け取る人々側の問題として理解されている。
。弘庚菩薩，田上訳では「弘広菩薩」とされ、菩薩の固有名詞として理解されている。
また国訳大蔵経 (p.562，注79)では「弘広菩薩」の名前には古来三つの解釈があることが
示されている。一つ目は「僑陳知品」に登場する外道のうちの一人「弘広婆羅門jと同一で
あるとすること。二つ目は経を広説する者として外道はふさわしくなく、「弘広Jとは固有
名詞ではなく「弘通教化をもって利益する者Jであることを意味する普通名調と理解し、そ
のようなはたらきを有した菩薩を指すとすること。そして三つ目は外道でも、「弘広」とい

う普通名調を冠した菩薩でもなく、「弘広菩薩jという固有の菩薩を指すとすることである。
以上さまざまな理解があるが、「弘広」が菩薩に係る語であるという点は共通している。こ

こでは国訳大蔵経が示した解釈の二つ目を採用し、阿難がまだ聞いたことのない教説を流布
できる菩薩として「弘広菩薩」と訳語を当てた。

Cf.この部分のチベット重訳を確認すると、 dgeslo昭 d喜a'bos伊ngma血ωpa'i[D3回目1mams 
m叫 lky卸19Q市飢l!:chub sems dna' mams la shin旬医vasnar s蜘 te/ I阿難比丘がまだ聞いたこ
とのないことは菩薩たちに説き広めてJとされており、「弘広菩薩」とは理解されておらず、
「菩薩」を目的語に「弘広Jを動詞的に理解している。この「弘広jの主語として世尊が想
定したとしても、重訳が漢訳をどのように解釈して訳出したのか理解しがたい。
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S釘 V訂thぉadhaniparam紅白asa，品animanωiabhute vi埼jeamrte 

brahme brahmasvare p耐1).ep耐1).am佃 orathe39

そして文殊師利菩薩は仏からこの陀羅尼を授かつて、阿難のところに至り、魔衆の

中に向かつてこう言った。「魔の巻属たちよ、よく聞きなさい。わたしは仏より授かっ

た陀羅尼呪を説こう」と。魔王がこの陀羅尼を聞くと、みな阿縛多羅三貌三普提心を

発こして、魔の行いを捨て、すぐに阿難を解放した。文殊師利は阿難と共に仏のとこ

ろへ戻って来た。阿難は仏に見えると、心から敬礼し、戻って一面に住した柑。

39陀羅尼呪については本因 [1944:141・148]の還党を示した。本田氏はこの陀羅尼が神女の名前が

女性呼格で羅列されているものと理解し、次のように訳している。

無垢神女よ、離垢神女よ、不垢神女よ、吉祥神女よ、金胎神女よ、普賢神女よ、一切義成就

神女よ、最高処成就神女よ、奇異神女よ、遍照神女よ、不死神女よ、党神女よ、発音神女よ、

プールナ竜神女よ、プールナ歓喜神女よ。(本田 [1944:147])

この陀羅尼呪については坂内 [1979:81・83]が〈浬繋経〉の陀羅尼のーっとして紹介している。

また(金光明経)や〈孔雀明王経)などの経典にふくまれる陀羅尼との関連も指摘している。

判 ~9 阿費量を解放する陀癒尼呪 (ω2al0・b4，Tib. D 303b3・3制a4:P314a2・.314b3)
文殊師利、阿難比丘今在他慮去此舎外十二由延、而矯六高四千億魔之所悩胤。汝可往彼稜大事幸

言。一切諸魔、諦聴諦聴。京日来今説大陀羅尼。一切天・龍・乾闇婆・阿修羅・迦棲羅・緊那羅・

摩眼羅伽・人奥非人・山神・樹神・河神・海神・舎宅等神間是持名。無不恭敬受持之者。是陀羅

尼十恒河沙諸悌世尊所共宣説、能縛女身、自識宿命 1)。若受玉事、一者党行、二者断肉、三者断

酒、四者断辛、五者集在寂静、受五事巳、至心信受、讃請、書薦、是陀羅尼。嘗知是人即得超越

七十七億弊悪之身。

爾時世尊即便説之。

阿摩隷毘摩隷 I呈磨隷曹伽隷酪摩羅若場料三曇多駿提隷裟婆羅他裟檀尼
婆羅磨他裟檀尼磨那斯阿歩提毘羅氏巷摩頼低婆嵐粥婆嵐摩拶隷富曝泥

富嘱那摩奴頼綿
爾時文殊師利従傍受是陀羅尼巳、至阿難所、在魔衆中作如是言。「諸魔巻属、諦襲。我説所従傍

受陀羅尼呪」。魔王聞是陀羅尼己、悉稜阿祷多羅三毅三菩提心、捨於魔業、即放阿難。文殊師利奥

阿難倶来至悌所。何難見悌至心種敬却住一面。

的宿命，チベット重訳ではsngongyignぉ，*pUTVanivasa r過去の生存」とされている。
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